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南地域後援会は本町・寿・緑・若松・栄・白山・船戸・新田がエリア

9
月
は
台
風
の
季
節
▼
「
台
風
」

の
命
名
者
で
あ
る
気
象
学
者
岡
田
武

松
。
出
身
地
は
利
根
川
の
ほ
と
り
の

千
葉
県
東
葛
群
布
佐
町
（
現
我
孫
子

市
布
佐
）
。
岡
田
は
当
時
利
根
川
で

洪
水
が
頻
発
し
、
郷
里
布
佐
も
大
き

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
防
災

科
学
や
気
象
学
に
強
い
関
心
を
寄
せ

ま
す
▼
東
京
帝
国
大
学
物
理
学
科
卒

業
後
、
中
央
気
象
台
（
現
気
象
庁
）

に
勤
務
。
予
防
課
長
時
代
に
は
日
露

戦
争
開
戦
当
日
の
天
候
を
解
析
。
大

本
営
に
送
っ
た
予
報
文
「
天
気
晴
朗

ナ
ル
モ
波
高
カ
ル
ヘ
シ
」
は
戦
争
勝

利
へ
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
ま
し
た
▼

し
か
し
岡
田
は
軍
国
主
義
に
迎
合
す

る
こ
と
は
な
く
、
気
象
界
で
は
、
軍

部
に
対
し
て
身
を
賭
け
て
気
象
事
業

を
守
り
抜
い
た
と
今
日
で
も
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
▼
太
平
洋
戦
争
開

戦
前
に
は
「
米
国
や
英
国
と
な
ぜ
戦

争
な
ど
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
絶
対
に

勝
ち
目
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。
日
本

も
こ
こ
ま
で
き
た
ら
、
一
度
戦
争
に

負
け
な
け
れ
ば
、
と
て
も
目
は
覚
め

な
い
。
」
と
。
憲
兵
の
耳
に
で
も
入

れ
ば
、
命
の
危
険
に
も
か
か
わ
る
重

大
発
言
で
す
▼
岡
田
の
生
涯
は
科
学

的
精
神
の
具
現
化
で
し
た
。
そ
れ
は

政
治
が
専
門
家
の
科
学
的
知
見
を
入

れ
な
が
ら
必
要
な
対
策
を
進
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
が
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
等
の
政
府
対
応
を
見
る
限

り
、
ま
だ
目
は
覚
め
な
い
。

（
Ｓ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９３０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

船
橋
ま
さ
る
さ
ん
は
、
町

会
の
役
員
を
や
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
４
年
前
か
ら
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
毎
朝
、

７
時
か
ら
８
時
15
分
ま
で
、

湖
北
台
西
小
学
校
へ
の
通
学

路
踏
切
で
、
通
学
す
る
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
安
全
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。

踏
切
は
学
校
か
ら
３
０
０

ｍ
ほ
ど
の
成
田
線
の
二
本
榎

踏
切
で
す
。

「
夏
の
暑
さ
も
あ
る
が
、
特

に
冬
の
風
吹
く
朝
に
１
時
間

以
上
立
ち
続
け
る
の
は
辛
い

が
、
子
ど
も
た
ち
を
見
て
頑

張
れ
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
う
か
が
っ
た
７
月
５

日
、
こ
の
日
の
通
学
児
童
は

約
70
名
で
し
た
。

８
月
12
日
に
は
、
北
口
ヨ
ー

カ
ド
ー
前
で
日
本
共
産
党
と

後
援
会
の
人
た
ち
が
宣
伝
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
マ
イ
ク
を
持
っ

た
船
橋
ま
さ
る
さ
ん
は
「
毎

年
、
長
崎
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

出
身
は
長
崎
で
、
私
が
卒
業

し
た
高
校
は
爆
心
地
か
ら
わ

ず
か
８
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
で

す
。
一
瞬
に
し
て
高
校
で
は

２
３
０
人
の
ひ
と
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
長
崎
で
は
７
万

人
が
原
爆
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
大
切
な
の
は
、
す

べ
て
の
国
で
核
を
持
つ
こ
と

を
禁
止
す
る
こ
と
で
す
。
核

兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批

准
し
な
い
日
本
で
す
。
こ
れ

が
唯
一
の
被
爆
国
の
首
相
な

の
か
と
言
い
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
日
本
共
産
党
を
大

き
く
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

国
民
平
和
大
行
進
は
、
北

は
５
月
７
日
に
礼
文
島
、
南

は
６
月
11
日
に
沖
縄
を
出
発

し
、
平
和
行
進
は
全
国
を
回
っ

て
引
き
継
が
れ
て
広
島
・
長

崎
に
向
か
い
ま
し
た
。

７
月
22
日
、
我
孫
子
市
役

所
駐
車
場
か
ら
23
年
平
和
大

行
進
が
出
発
し
ま
し
た
。
出

発
に
先
立
ち
、
実
行
委
員
長

の
船
橋
ま
さ
る
さ
ん
か
ら
平

和
行
進
の
重
要
性
を
訴
え
る

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

先
導
す
る
宣
伝
車
の
市
民

へ
の
訴
え
が
続
き
、
炎
暑
の

中
で
約
50
人
が
横
断
幕
・
の

ぼ
り
旗
を
立
て
て
元
気
よ
く

手
賀
沼
公
園
「
平
和
の
記
念

碑
」
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

「
平
和
の
記
念
碑
」
前
で
、

柏
市
の
実
行
委
員
会
に
平
和

行
動
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
野
村
貞
夫

議
員
と
船
橋
ま
さ
る
さ
ん
が

今
年
の
原
水
爆
禁
止
長
崎
大

会
に
参
加
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

船
橋
ま
さ
る
さ
ん
は
そ
の

後
の
報
告
で
「
あ
い
に
く
台

風
で
原
水
爆
禁
止
長
崎
大
会

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
縮
小
さ
れ

ま
し
た
が
、
今

地
球
上
に
は
約

１
万
２
千
５
０
０
発
の
核
が

あ
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
・
批
准
を
選
挙
の
争
点

と
し
た
い
。
ま
た
若
い
人
に

こ
の
運
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と

が
大
切
」
と
語
り
ま
し
た
。

（
編
集
部
）

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

▼場所 我孫子南近隣センター

（けやきプラザ８階）和室

▼日時 10月１日(日) 14：00から

市政報告の後に、今年度の総会を予

定しています。皆様のご参加をお待ち

しています。

市政を語る会と
総会のお知らせ

主催 日本共産党我孫子南地域後援会

平
和
へ
の
思
い
を
語
る

船
橋
さ
ん

通
学
児
童
の
安
全
確
認
を

続
け
る
船
橋
さ
ん

通学児童の安全確認を

平和への思いを

我
孫
子
平
和
大
行
進
の

先
頭
に
船
橋
さ
ん

マイナンバーカード見直しも訴え

平和大行進の先頭に



先
月
号
の
続
き
を
掲
載
し
ま

す
。

（
複
数
可
）

①
通
学
路
の
安
全
対
策
…
12
％

②
少
人
数
学
級
の
推
進
…
６
％

③
い
じ
め
の
根
絶

…
13
％

④
保
育
料
の
軽
減

…
６
％

⑤
給
食
費
の
無
料
化

…
12
％

⑥
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
…
10
％

⑦
教
員
の
増
員

…
10
％

⑧
小
規
模
学
校
の
維
持
…
４
％

⑨
不
登
校
児
対
策

…
６
％

⑩
返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度
の

拡
充

…
10
％

⑪
子
ど
も
食
堂
の
支
援
…
７
％

⑫
そ
の
他

…
３
％

※
総
回
答
数
２
５
４
２
に
対
す

る
比
率
で
す
。

※
⑫
：
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー

の
ケ
ア
、
高

校
ま
で
の
学

費
無
償
化
、
等
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

１
．
あ
な
た
の
年
代
を
お
選
び

下
さ
い
？

２
．
聞
こ
え
の
こ
と
で
、
お
困

り
の
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

①
は
い

…
17
％

②
い
い
え

…
39
％

③
今
は
な
い
が
、
将
来
は
不
安

だ

…
43
％

④
そ
の
他

…
１
％

※
④
：
高
額
な
の
で
市
の
助
成

を
、
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．
「
は
い
」
と
お
答
え
の

方
に
伺
い
ま
す
。
補
聴
器
は
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

①
は
い

…
18
％

②
い
い
え
…

41
％

③
今
は
な
い
が
、
近
い
う
ち
に

購
入
す
る

…
34
％

④
そ
の
他

…
６
％

◆
我
孫
子
南
で
の
地
域
要
求

〈
道
路
・
信
号
・
あ
び
バ
ス
等
〉

・
我
孫
子
駅
南
口
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
の
段
差
解
消
（
６
月
議
会

で
質
問
…
来
年
度
に
天
王
台
駅

東
口
共
に
着
手
と
の
回
答
）

・
国
道
３
５
６
の
歩
道
の
拡
幅

（
６
月
議
会
で
質
問
…
し
ば
ら

く
待
っ
て
ほ
し
い
と
の
回
答
）
）

・
自
転
車
道
路
の
設
置
（
６
月

議
会
で
質
問
…
計
画
は
な
い
と

の
回
答
）

・
若
松
、
東
西
に
通
る
８
ｍ
道

路
は
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
の

で
バ
ン
プ
等
減
速
の
対
策
を

・
寿
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
の

横
断
歩
道
の
復
活
と
、
北
に
入

る
小
道
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

・
寿
、
伊
勢
屋
前
の
３
５
６
号

に
信
号
機
設
置
を

・
白
山
、
も
も
の
丘
横
断
歩
道

前
と
パ
ー
ル
歯
科
前
に
街
灯
を

・
栄
、
あ
び
バ
ス
の
増
便
を

・
白
山
、
あ
び
バ
ス
を
白
山
中

～
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
経
由
に

・
市
役
所
の
坂
を
上
る
の
が
大

変
、
バ
ス
便
等
の
検
討
を

〈
く
ら
し
・
子
育
て
・
社
会
保

障
・
環
境
等
〉

・
20
代
、
税
金
高
く
手
取
り
少

な
い
、
減
税
か
還
元
を

・
30
代
、
子
ど
も
が
２
人
い
て

生
活
が
苦
し
い
、
助
け
て

・
30
代
、
保
育
料
が
高
い
、
第

一
子
か
ら
補
助
を

・
60
代
、
特
別
養
護
老
人
施
設

に
待
機
者
多
く
入
所
出
来
な
い
、

施
設
の
増
設
を

・
手
賀
沼
遊
歩
道
防
護
フ
ェ
ン

ス
の
ゴ
ミ
回
収
（
野
村
議
員
が

市
に
依
頼
し
回
収
し
ま
し
た
）

〈
市
政
・
国
政
に
つ
い
て
〉

〇
無
投
票
で
当
選
と
な
っ
た
星

野
市
長
５
選
に
つ
い
て
の
批
判

の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

〇
国
政
に
つ
い
て
は
軍
事
費
増

額
や
戦
争
を
危
惧
す
る
意
見
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
共
産
党
に
つ
い
て
〉

〇
「
国
政
・
市
政
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
な
ど
激
励

の
言
葉
や
、
批
判
の
意
見
（
委

員
長
の
任
期
・
党
名
・
松
竹
問

題
等
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
類
似
意
見
は
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
他
た
く
さ
ん
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
意
見
は
市
政
に
反
映
し
ま
す
。
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最
近
見
か
け
る
土
浦
・
勝
田

方
面
行
き
の
中
距
離
快
速
電
車

で
赤
い
ラ
イ
ン
の
車
両
。
こ
の

車
両
は
中
距
離
快
速
電
車
の
車

両
（
５
３
１
系
）
が
所
属
す
る

勝
田
車
両
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
60

周
年
を
記
念
し
て
運
行
を
開
始

し
た
車
両
（
赤
電
）
で
、
茨
城

県
内
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

車
両
側
面
と
正
面
の
赤
色

（
ロ
ー
ズ
ピ
ン
ク
）
と
正
面
窓

下
の
ク
リ
ー
ム
色
は
、
１
９
６

１
年
６
月
、
取
手
ー
勝
田
間
が

電
化
さ
れ
た
と
き
に
登
場
し
た

交
直
流
用
３
ド
ア
の
電
車
＝
赤

電
（
４
０
１
系
）
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
も
の
で
す
。

（
そ
こ
で
し
ば
ら
く
は
中
距
離

快
速
電
車
の
話
を
。
）

常
磐
線
の
電
化
は
１
９
４
９

年
に
取
手
ま
で
伸
び
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
１
９
６
１
年
の
勝
田

電
化
ま
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
状
態

で
し
た
。
そ
の
理
由
が
、
常
磐

線
石
岡
駅
北
西
約
10
㌔
に
あ
る
、

気
象
庁
地
磁
気
観
測
所
に
あ
り

ま
す
。

電
車
が
走
る
と
き
、
変
電
所

か
ら
架
線
を
通
じ
て
電
車
に
送

ら
れ
た
電
流
が
レ
ー
ル
を
通
っ

て
再
び
変
電
所
に
戻
る
の
で
す

が
、
も
し
電
流
が
レ
ー
ル
か
ら

地
上
に
漏
洩
す
る
と
、
観
測
所

が
行
う
地
球
磁
気
の
観
測
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
常
磐
線
取
手
以
後

の
電
化
が
で
き
ず
、
常
磐
線
の

取
手
以
後
へ
向
か
う
中
距
離
列

車
は
、
急
行
は
気
動
車
、
各
駅

停
車
は
昔
か
ら
の
蒸
気
機
関
車

が
客
車
を
牽
引
す
る
列
車
で
し

た
。
（
し
ら
か
ば
２
０
２
１
年

12
月
号
）

し
か
し
既
に
中
距
離
電
車
が

運
行
を
開
始
し
て
い
た
同
じ
上

野
発
の
東
北
本
線
や
高
崎
線
に

遅
れ
ま
い
と
、
１
９
４
９
年
に

取
手
ま
で
電
化
さ
れ
た
常
磐
線

の
延
伸
が
計
画
さ
れ
、
地
磁
気

擾

乱

対
策
協
議
会
が
１
９
５

じ
ょ
う
ら
ん

３
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）

（
緑

竹
内
）

31

子
育
て
・
教
育

に
つ
い
て

Q5

お
知
ら
せ

今
月
の
「
古
道
巡
り
」
と
「
し

ら
か
ば
文
芸
欄
」
は
お
休
み
と

し
ま
す
。

補
聴
器
に
つ
い
て

Q6

20代:5%

30代:9%

40代:9%

50代:11%

60代:15%
70代:28%

80代:20%

その他:1%

90歳以上:2%

単位：%

10代:0

ご
意
見
・
ご
要
望

（
書
き
込
み
欄
）

Q7

我
孫
子
北

我
孫
子
南

天
王
台
北

天
王
台
南

湖
北

湖
北
台

新
木

布
佐

そ
の
他
・

未
回
答

144

121

58

93

55

143

52

82
102

回答数 お
住
い
の
地
域
を
お
選

び
く
だ
さ
い

赤電（５３１系）

赤電（４０１系）

「
向
日
葵
（
油
絵
）
」

若
松
・
高
橋
祥
子


